


























































11 理研BSI（脳科学総合研究センター）との共同研究 
１期目 2007～2011年度：人間の脳機能 「将棋プロジェクト」 
 将棋棋士(ﾌﾟﾛ･ｱﾏ)が「次の一手」を瞬時に判断 

する際の「直観」の機構を研究 
⇒ 領域・起動順、プロ/アマの相違など未知の発見(理研) 
  非侵襲計測のデータ特徴を確認（富士通) 
 

２期目 2011～2014年度：実験動物の脳機能 
 エピソード記憶や一次触覚野・運動野の連携など 

神経回路レベルの機能を研究 
⇒ 刺激や報酬に対する未知の神経活動を発見(理研) 
  多細胞、長期間のイメージング解析、マイニング法を 
  開発(富士通) 
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３期目   2015年度～ 
多量のデータが得られる研究テーマを選び、神経活動の特徴を機械学習で抽出・

模倣させることで、計算機での神経機能の実現を目指す 

脳科学 

Neural Basis of Intuitive Best  
Next-Move Generation  

in Board Game 
Wan, 他    Science, 2011年1月21日 

A Top-Down Cortical Circuit  for Accurate Sensory Perception,        
真仁田、他 Neuron, 2015年6月3日 






